
お祭りなど、目に見え
るもの

があ
るこ
とに
よっ
て

地
域
に

溶け
込
んで

い
け
る
。

神社を
通じた

コミュ
ニケ
ーシ
ョン

→普段
は顔を

合わせ
なく
ても
掃除
当番
制と
かで
会う
こと
にな

る

サミット
2024

むら
さき

地
域
が
団
結

する
ため
には

宮
司
と
お
話
し
た
時
に「
地
域
→
祭
り
」で

は
なく

「
祭
り
→
地
域
」と
仰
っ
て
て
、な

る
ほど
と！

大
変さ
が大切

まちの
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
働
く

幸
せ
を
伝
え
た
い

楽
只
小
学

校
の統合をきっかけに、

紫
野
小

学
校区をもり上げることに

自
治
会
、商

業
組織、神社などの

枠
組
み
を

超えた交流で何かが生まれる
情報のやり取りぐらいのゆるや

かな関
係性を

作り
交流
を広
げる
、

そのためのサミッ
トにな

ればい
いな
と考
えて
いる
。

隣の学
区に

遊
び
に
行
こ
う
！

【むらさきスタイルプロジェクトとは】
京都市北区の紫野・紫竹界隈（紫野・紫竹・待鳳・鳳徳の 4学区
からなるエリア）を［むらさきエリア］と愛称して、当該エリア
における歴史・伝統・文化・教育や、人々の暮らしと生活・団
体個人各種活動などの「ヒト・モノ・コト」が表現する様々な価
値観を『むらさきスタイル』として互いに認め築き合うことによ
り、当該エリアを多種多様な価値観の共存する場へと昇華して
内外に周知・発信しながら地域還元していくプロセス・ムーブメ
ントを「むらさきスタイルプロジェクト」と名付けました。

むらさきエリアにどういう魅力がある

の
か
を
誰
に
で
も
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。

皆
さ
ん
が
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
ら
な
い
と

、
僕らが何をやっても絶対ダメです。

京
都
が
世
界
で
一
番
の
都
市
だ
と
し
た
ら
、
京
都
の
中

で
一
番こ
この
町が
魅力
的だ
！ 北区は中心部にも出ていけ

る
が

そこに行かなくても十分、
生
活

を

「
誰
か
の
た
め

に」
より

寺田
敏紀サミ

ット
メンバ

ー

むら
さき
スタイ

ルプロジ
ェクト推進協議会　会計

鈴
木
孝
治

サ
ミ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー

鳳
徳
学
区
市
政
協
力
委
員
長

筑

田
一毅

サ

ミ
ット
メン
バー

紫
竹
学
区
自治
連合
会青
年部

荒
川
朋
彦

サ
ミ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー

む
ら
さ
き
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
副
会
長

大
達
洋
平

サ
ミ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー

紫
野
学
区
体
育
振
興
会
会
長

吉

本
誠

サミ
ット
メ
ン
バ

ー

鳳徳
学
区
自
主

防
災
会
会
長

サミ
ット
メン
バ
ー

紫野
学区
まち
づ
く
り
協
議
会

会
長

石
田
儀雄

サ
ミットメンバー

待
鳳
学
区自治連合会会長

学
区
も
こ
う
役
員
ば
っ
か
り
が
や
る
ん
で
は
な
し
に
事
業
者
に
も
そ
う
い
う
中
へ
入
っ
て
も
ら
っ
て
、

紫
野
の
全
体
的
な
も
ん
な
の
を
こ
う
こ
う
巻
き
込
ん
で
動
か
し
て
い
き
た
い
な
。

風呂屋にい
くとそ

のま
ちの
こと

が
わ
か
る

商店街と地域が一
体
と
な
る
こ
と
が
理
想

20

24
年
2月
20
日　
京都
市北
区「
新大
宮広間

」にて開
催

今宮の神輿は狭い路地を通
っ

て
い
く
の
で
ス
リ
リ
ン
グ

「

むら
さき
サミ
ット
」は京

都市北区
の紫竹・紫野界隈のまち

を
考え
る 「
むら
さき
スタイ

ルプロジェクト」の呼びかけに

より
地区
を長い

間見続けて
きた方から、

これからの担い
手まで

声をかけ、点から面で地
区を
考え
よう
と

24年度に開
催しま

した
。

高奥英路

サミットメンバ
ー紫竹学区自治

連
合
会
会

長

赤
澤
清
孝

サ
ミ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー

む
ら
さ
き
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
会
長

特徴的な町人に
出
会
え
る

ツア
ー
が
し
た
い
。

学区を盛り上げることがエリア、

地域を盛り上げることにつながる

学生の時のサークル活動と学区の行事は同じ役割を
持つのか

もしれ
ない

歴史
、文化

、お茶、
職人文化な

どすごく「京都」らしい地域だと思う。

学
区
以
外
の
人
の
方
が
地
域
の

こと
を

知
っ
て
い
る
よ
う
に
な
る
流
れ

が
ある
。

［企画・協力］京都市都市計画局まち再生・創造推進室、むらさきスタイルプロジェクト［デザイン・編集］平野拓也デザイン事務所［編集補佐］齋藤凪沙［作成年月］令和 6 年 3 月

担
ぎ
の
適
齢
人
口
が
減
っ
て
い
く
→
担
う
た
め
に
地
域
を

拡
大
していく。

他の地域は「お神輿屋さん」が担ぐのを担っている。でも自分たちは商店街、商人たちで
やっているのが誇り。

子
供
た
ち
が
地
域
へ

帰
り
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
環
境
を

作
る
こ
と
が
大
事

紫
野
小
学
校
で
行
っ
た
よ
う
な
上
映
会

を
各
学
区
で
行
い
た

い
。

む
ら
さ
き
サ
ミットを

継
続
し
て

いきたい

普段の学区以外
の祭り

に

も気楽に参加す
る等で

きる
よう

になると良い。

楽しめるだけの色んなものが揃
っ
て

い
る
の
が
魅
力
。

石　
伊
佐
雄

「
自
分

たち
も楽
しい
こと」を この地区の固有性を模索していきたい。


